
福田中学校では、平成１６年度より学校･保護者･地域･事業所が協働した教育を進めています。
それぞれが役割を果たしながら、子どもたちの自立にむけて次のような取り組みを行っています。

幼稚園･小学校･中学校が福田学区の子どもたちの課題を共有し、同じ方向へ向かって教育を進めようと
するものです。
そこで ・・・ ① 園児・児童・生徒の交流

② 相互の出前授業・授業公開
③ 教職員の連携と交流

小学校と中学校の段差を解消するべく学校間の交流を積極的に進めています。

教師から提示された課題に向かい、生徒同士が学び合う協同学習を進めています。
それは ・・・ ① グループは男女混合の４人

② ４人がともに考え、わからないところを教えあいながらの授業形態
③ 教室は常に「コの字」の隊形に机を配置

協同学習は、コミュニケーション能力の向上や生涯にわたる学びの追求につながります。

平成２３年度より、ＥＳＤ（持続可能な開発のための教育）に取り組んでいます。
これは ・・・ ① 福田地区の歴史を知り、未来の福田を創造する

② 福田地区から地球環境の改善・世界平和の実現をめざす
の２点を目標に福田学区の一員として地域に貢献し、未来の地域像を考えます。また、地球環境改善や

世界平和にむけて今何ができるかを考えたりします。
平成２４年度からユネスコスクールに指定されています。

福田中学校では毎年様々な行事が開催されます。なかでもメインは体育会と田楽祭（文化祭）です。
体育会は５月に開催され、クラスの団結を高める種目でおおいに盛り上がります。
田楽祭では、総合的な学習の時間に学んだことを学年ごとに発表します。
１年生は閑谷研修、２年生は広島研修、３年生は修学旅行を行い自然や文化、平和の尊さ等を学びます。

そこで学んだことを劇や音楽・展示作品で発表する場が田楽祭です。こうした一人一人が主役となって
創りあげる行事は、福田中学校のよき伝統です。

『 聴く 伝える つながる 』が実現できる、豊かな心を持ち、

「自立」(自分のすべきことを責任をもってすること)・貢献(自分のできることを他者のために役立てること)

できる生徒をめざし、一日一日を大切に、生活しましょう！


